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テラヘルツ波集積回路において、表面プラズモンを用いた伝送方法が注目されている[1]。低損

失なテラヘルツ波伝送が実現可能である一方、一般には空間伝搬する電磁波と表面プラズモンは

結合しないため、無線接続する場合にはテラヘルツ波と表面プラズモンの結合技術が重要となる。

これまでの研究では、表面に周期構造を有するブルズアイ素子を用いて、表面プラズモンの分散

曲線を変調し、テラヘルツ波を表面プラズモンに結合可能な事が報告されている [2]。しかし、動

作検証は分散曲線の一部分のみ行われており、より深い理解を得るため、四方らは入射ビーム角

度変化によって、表面プラズモンとテラヘルツ波の分散曲線の交点を制御出来る事を解析的に示

した[3]。これに基づき本研究ではテラヘルツ波の入射角を制御し、テラヘルツ共鳴ピークの分裂

を実験的に確認したので報告する。 

テラヘルツ光源には、光注入型周波数可変テラヘルツパラメトリック発生器 (is-TPG)[4]を用い

た。パルス時間幅~100 ps、帯域幅~1 GHz、繰り返し周波 100 Hzである。テラヘルツ波を Tsurupica

レンズによりコリメートし、ブルズアイ構造に入射した。ブルズアイ構造の回折格子の周期は 200 

m、中心の開口径は 100 mである。表面に金メッキが施されている。透過テラヘルツ波はレン

ズで集光し、液体ヘリウム冷却型ボロメーターで検出した。入射テラヘルツ波の周波数 5 GHz毎

に掃引し、透過スペクトルを測定した。また、回転ステージによりブルズアイ構造を傾け、ビー

ム入射角を変化させ、透過スペクトルの変化を測定した(図 1)。 

図 2 (a)に今回計測したブルズアイ構造の透過スペクトルを示す。入射角 0度の場合、プラズモ

ン共鳴が波長 200 m付近に観測された。入射角を大きくしていくことで、ピーク強度の低下とス

ペクトル幅の広がりが観測された。入射角 5度では共鳴のピークが波長 190 mと 220 m付近の

2つに分裂した。この結果は FDTD 解析による結果(図 2 (b))[3]と定性的に一致している。 

q= 0 deg.
q =3 deg.
q =5 deg.

N
o

is
e 

le
ve

l

(a) (b)

(図1) (図2)

Bill’s eye structure

q

THz-wave

 

(図 1) 実験配置図 (図 2)(a)THz 透過スペクトル(入射角 0度、3度、5度), (b)FDTD 解析による THz波透過スペ

クトル(入射角 0度、5度、10度、15度、20度) 
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